
 
 

 

（一社）日本計画行政学会関西支部 202２ 年度研究大会 

シンポジウム「コロナ後のまちづくりと自治体経営」 

① 基調講演「ふるさと納税とまちづくり」 

日 時：2022 年 10 月 29 日（土） 15：00-15：30 

 
大阪府泉佐野市長 千代松 大耕 氏 

 

 

はじめに 

 皆さんこんにちは。泉佐野市長の千代松大耕と言

います。本日は「ふるさと納税とまちづくり」とい

うテーマでお話をさせていただきます。少し限られ

た時間でございますので、テンポが若干早い話にな

ってしまいますけれども、どうぞおつき合いのほど

よろしくお願い申し上げます。 

まず、私の自己紹介として、少しだけ、時間ちょ

うだいしてさせていただきます。私は千代松大耕と

申します。1973 年、昭和 48 年生まれでございます。

同志社大学卒業後アメリカに留学いたしまして、そ

のあと京都の株式会社堀場製作所というところで働

いていました。そのあとに 2000 年に泉佐野市議会議

員に、26 歳のときに初当選をいたしまして、そして

４期、連続当選をした後に、４期目の途中に泉佐野

市長選挙に出馬をいたしまして、37 歳のときに初当

選をいたしました。現在泉佐野市長３期目でござい

ます。昨年の８月には全国青年市長会という、ここ

で松本前和光市長さんとご一緒させていただいたん

ですけれども、50 歳未満の市長が入会資格を持つ、

どちらかといえば若い市長がお集まりの全国組織の

第 33 代の会長に就任をさせていただきました。 

 

1. 泉佐野市について 

私が市長を務めさせていただいております泉佐野

市の紹介をさせていただきます。泉佐野市の概要で

ございますけれども、面積が 56.51 平方キロメート

ルと大きくないまちでございます。市内人口は 9 万

8,621 人ということで、コロナ禍前までは 10 万人の

人口がございましたけれども、泉佐野市の特徴とい

たしましてはこの写真に見えますようにこの橋を渡

れば関西国際空港がございまして、関空で働いてい

る人が非常に多いというまちでありまして、コロナ

禍で関西国際空港がストップしてしまいましたので、

市内の関空で働いていた人が別の仕事に就いたりと

か、地元に帰ったりということで、２年間で 2,000

人の人口減少が見られ、現在 9 万 8,621 人という人

口のまちでございます。 

泉佐野市の沿革でございますけれどもザッと話を

させていただきますと、1994 年に関西国際空港が開

港いたしました。この時の様々なインフラ投資が非

常に厳しく泉佐野市の財政に重くのしかかりまして、

実は 2009 年に財政健全化団体の指定を総務省から

受けることになりました。北の北海道夕張市が地方

自治体の倒産にあたる財政再生団体に転落したんで

すけれども、その一歩手前の団体だという指定を総

務省から受けました。当初は 18 年かけて財政を健全

化していくという計画を立てたんですけれども、私

が市長にならせていただいてから、何とか 2014 年に

財政健全化団体から脱却をすることができたという

まちでございます。 

 

2. 泉佐野市はふるさと納税の三冠王 

それでは本日のメインテーマでございます泉佐野

市のふるさと納税についてお話を進めさせていただ

きます。泉佐野市は、ふるさと納税の三冠王といき

なり書かせていただきましたけれども、この三冠王

の１つは、受入寄付額が 2017、2018、2019 年度、３
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年連続日本一ということで、３年連続という自治体

は他にはないということでございます。それと単年

度寄付額につきましては、2018 年度に 497 億円いた

だきまして、これも単年度の寄付額の一番多いこと

では日本一ということでございます。そして３番目、

累計寄付額も 1,000 億円を超えているということで、

これも現在のところ日本一。泉佐野市はふるさと納

税の三冠王ということでまず、冒頭に話をさせてい

ただきました。 

これは泉佐野市のふるさと納税の受入額の推移な

んですけれども、2016 年で 34 億 8,000 万円という

ことで初めて全国ベスト 10 に入りまして、2017 年

に 135 億円ということで日本一になりました。この

ピークは先ほど申し上げました 497 億円でございま

して、その後、2019 年 185 億円なんですけれども、

これは 2019 年の４～５月の２ヶ月のみで 185 億円

をいただくことができたと。その後は、ご存知の方

もおられるかもしれませんけれども制度が改正をさ

れまして、泉佐野市はふるさと納税制度から一時期、

除外されている時期がございました。それが裁判を

終えて復活ということで、復活した 2020 年度の当初

の年は 22 億 5,000 万円ということで、このような

額だったんです。このような額だったんですけれど

も、次の年は 113 億円ということで、復帰２年目で

100 億円台を回復したというような状況でございま

す。 

その復帰した 2021 年度が全国で５位の水準とい

うことでございます。令和４年度、今年度の状況は

対前年の約 1.45 倍の水準をキープしております。令

和３年の 10 月 29 日は約 26 億円でございましたけ

れども、令和４年度約 30 億円というような状況で、

昨年度を上回っているというような水準をキープし

ております。 

 

3. ふるさと納税制度について 

ここでふるさと納税制度について少し話をさせて

いただきます。学生さんも多いと聞いておりますの

で、少し制度の話をさせていただきます。ふるさと

納税制度を利用したことはございますか。ふるさと

納税は自治体への寄付でございます。これはお得な

制度ということを聞いたことがある方は多いのでは

ないでしょうか。寄付なのに、なぜお得なのという

ところでありますけれども、寄付したお金は税金か

ら控除されるからお得ということでございます。例

えば１万円寄付すれば 8,000 円控除されます。さら

に 10 万円寄付すれば９万 8,000 円、ふるさと納税

制度では控除されます。思い切って 100 万円寄付し

ても、99万8,000円控除されます。幾ら寄付しても、

ふるさと納税の実質負担は 2,000 円ということでご

ざいます。 

返ってくるだけならお得じゃないのではというふ

うに思われるのではないでしょうか。しかしながら、

さらに素敵な返礼品がもらえるというところがお得

でございます。これは、一時期の総合ランキングで

ありますけれども、こういったウナギであったり、

シャインマスカットであったり、オホーツク海のホ

タテであったり、このような素敵な素晴らしいそれ

ぞれの自治体が出している返礼品を送ってもらえる

という制度がふるさと納税制度でございます。送っ

ていない自治体さんもあるんですけれども、大抵の

自治体さんは返礼品を送っているというような状況

でございます。 

例えばではございますけれども、１万円を寄付し

ますと控除額が 8,000 円で返礼品は 3,000 円という

ことで、合計１万 1,000 円、1,000 円お得な制度で

あります。さらに 10 万円の寄付では控除が９万

8,000 円、返礼品が３万円、合計 12 万 8,000 円とい

うことで、２万 8,000 円お得な制度でございます。

思い切って、100 万円寄付しても、控除額 99 万 8,000

円、返礼品が 30 万円分ということで、合計 129 万

8,000円ということで29万 8,000円お得な制度でご

ざいます。この返礼品は、寄付額の３割までと決め

られておりますので、100 万円なら 30 万というよう

なところで、マックスがその額になっております。

寄付金額が多いほどお得感が増加するということに

なろうかというところでありますけれども、その通

りでありまして、寄付金額が多いほど、返礼品の金

額が上がるのでお得感が増すような制度であります。

しかしながら寄付には、上限金額があり、個人差が

ございますので注意が必要という、とてもお得な制

度でございます。 

これは、ふるさと納税の潜在市場規模でございま

すけれども、全国の住民税は現在約 13 兆円というこ

とでございます。ふるさと納税の税金控除額の上限

がおよそ２割でございますので、ふるさと納税の市

場規模は約２兆 6,000 億円という風に考えられてお

ります。しかしながら、2021 年度、昨年度は約 8,300

億円でございました。２兆 6,000 億円の市場規模か

らしますと 31.9％ということでございまして、まだ

まだ伸びる市場ではないかという風に言われており

ます。ふるさと納税の全国の受入寄付額というのが、

このように右肩上がりで伸びていってるというよう
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な状況で、昨年度は 8,302 億円というような状況で

ございます。 

このふるさと納税の市場規模というのを他の分野

の市場規模と比べますと、全国のゴルフ場が大体

8,820 億円の規模でございますので、これよりも少

し少ない規模です。また、レジャーランド、USJ と

か、東京ディズニーランド・ディズニーシー、これ

が全国で 8,510 億円の規模でございますので、大体

この規模と今ふるさと納税の規模感というのが同じ

ような市場規模になってきているというような状況

でございます。 

こんな制度がなぜできたのかというところでござ

いますけれども、一般的には生まれ故郷に寄付をし

て恩返しをする制度という風に言われているんです

けれども、これは間違ってないんですけれども、こ

れがすべてかっていうとそうではないわけでござい

まして、実はふるさと納税の趣旨、本来の役割につ

いては、首都圏の一極集中、地方都市と首都圏の格

差が生じているというところを何とか是正できない

かという中で、考え出された制度という一面もござ

います。 

では現在地方ではどういうことが起こっているの

かというところでは、やはり人口が減少したり、高

齢化が進んだり、少子高齢化、少子化、産業の衰退、

財政悪化というような様々なマイナス面が生じてお

ります。そういう中で税金をふるさとに納められな

いだろうか、税金を納められる先を選べないだろう

かといった声が上がったということで、そういう中

で首都圏と地方の税収格差、これをふるさと納税に

よって何とか格差を是正していこうやないかという

ところで、できたというふうに言われております。 

この創始者、ふるさと納税をつくった人は、皆様

方もご存知のとおり、菅義偉 前内閣総理大臣でござ

います。疲弊する秋田出身の菅前総理が、地元秋田

に何とかこうですね、寄付するような制度というの

を作ってもらえないか、考えてみてくれないかとい

うのを言い出した人でございまして、しかしながら

この制度の創設には総務官僚は大反対、非常に激し

い抵抗がございました。なぜ官僚が抵抗したのかと

言いますと、政府が税を徴収して政府が配分するの

が公正であると総務官僚は考えていたからでありま

す。しかしながら最終的には菅前総理の豪腕で押し

通したという風に言われております。 

しかしながら制度ができ上がった 2008 年から

2012 年は、なかなかふるさと納税は普及しませんで

した。先ほど実質負担が 2,000 円というふうに申し

上げましたけども、当初は実質負担 5,000 円でござ

いました。この負担が大きいことや、税控除を受け

るには確定申告というのをしなければならないとい

うこともあって、なかなか普及をしなかったという

ところでございます。これが先ほどもお示しさせて

いただきましたグラフですけれども、2008 年度から

なかなか制度が普及しなかったという年度が続きま

した。 

しかしながらこの間にポータルサイトが台頭し、

今色々ですね。トラストバンクさんのふるさとチョ

イスさんが先駆けと言われてるんですけども、楽天

さんであったり「ふるナビ」さんであったり「さと

ふる」さんといった様々なポータルサイトが台頭し

てきたことに合わせて、控除額の上限額を２倍にし

たということと、税控除の手続きを簡素化、ワンス

トップ特例という確定申告しなくてもいいよという

風に今、総務省が制度をより使ってもらいやすくし

たということもありまして、ふるさと納税のブーム

が到来いたします。ここで一気に平成 27 年度にふる

さと納税額が上がったというところでございます。 

 

4. 三冠王に至る泉佐野市の取組 

そのような中で泉佐野市はふるさと納税の三冠王

となったわけでありますけれども、しかしながら一

足飛びにここまできたわけではございませんでした。

ここにたどり着くまで６年かかりました。これまで

の歩みをご紹介させていただきますと、先ほど冒頭

に申し上げたように泉佐野市は財政健全化団体に指

定されるぐらいとても貧乏なまちでありました。ふ

るさと納税の受入額に関しましても、私が市長に就

任をした 2011 年というのは、前の市長さんの時と比

べても過去最低、年間 633 万円の受入額でありまし

た。お礼の品が泉州タオル１つしかなかったんです

けれども、これを 19 品に増やすことによって、寄付

額が３倍に伸びました。630 万円から 1,900 万円に

伸びました。この取組は「ガイアの夜明け」にも取

り上げられたりもいたしました。 

そして、次の年、さらに、19 品から 30 品に増や

しました。そのことによって寄付金額も 4,600 万円

と約 2.4 倍に増加いたしました。しかし、このころ

のふるさと納税の返礼品のトレンドは、ふるさと納

税三種の神器と言われております、肉、米、蟹、こ

れが三大人気のある返礼品ということでございまし

て、これに強い鳥取県の米子市や佐賀県の玄海町、

宮崎県の綾町さんなどがすでにこの時寄付額が２億

円を突破しておりました。泉佐野市の 4,600 万円と
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いうのは全国で 55 位という水準でございました。特

産品資源が豊富な町が有利な状況があったわけでご

ざいます。そういう豊富なまちとそうで無いまちと

の間に格差が生じておりました。 

このままでは全国の自治体と戦えないと考えまし

たので、ある秘策を考えつきました。それがこのピ

ーチポイントであります。ピーチの航空券に交換で

きるピーチポイントを返礼品に導入いたしました。

実はこの取組にはもう１つの目的がございまして、

低迷していた関空利用促進がまちの大きな課題でも

ございましたので、ピーチが就航したことによって、

これを起爆剤に関空を盛り上げていこうという狙い

もございました。関空のピーチの路線は年々増加を

いたしまして、50 路線まで拡大をいたしました。 

まちの課題でもあった低迷する関空がこのことに

よって復活するきっかけにもなりました。結果的に、

ふるさと納税も一気に 10 倍に増えて、全国 12 位に

入ったというような状況でございました。そういっ

たことを地道に積み重ねてきた結果として、泉佐野

市はふるさと納税で三冠王に輝くことができたとい

うところでございます。結局は積み重ねが大切であ

りまして、成功は１日にしてならずというようなと

ころでございます。日本一になったことによりまし

て、非常に財政難で特産品が乏しい自治体であって

も、アイデアを出せば何とかなることを証明できた

と思っております。財政難で沈んでいた空気、まち

に誇りを取り戻すことができました。 

このいただいたふるさと納税の使い道についてで

ございますけれども、学校プールの整備であったり、

学校の教室の中の机とかですね、校舎の改築であっ

たり、また市民が手づくりで行うイベントに対して

の助成などを行って、このような形でそれぞれの目

的に応じた基金に積み上げて、ふるさと納税を使わ

せていただいているというところでございます。 

 

5. ふるさと納税の構造的な問題 

このふるさと納税の構造的な問題につきまして先

ほども少し述べさせていただきましたけれども、や

はり近年ふるさと納税制度では自治体間の競争が激

化して、多くの寄付を集める自治体とそうでない自

治体という格差が生じているという問題があります。

制度の構造的な問題といたしまして、この地場産品

規制というのが１つ挙げられます。資源の豊富な自

治体、資源の乏しい自治体、これが本当に格差を生

じさせる不公平な規制でございます。 

そして、総務省による返礼品の規制が始まりだし

ました 2015 年以降、2018 年まで４回、毎年総務省

から返礼品に関しての通知が出されるようになりま

した。そして 2018 年の４月の通知では、ついには地

場産品しか扱ったら駄目だというような地場産品規

制が入ったわけでございます。これは先ほども申し

上げましたけれども、「ふるさと納税の返礼品は区域

内で生産・製造されたものを送ること」。これは一見

するとまともな規制に思いますけれども、やはりス

タート時点で資源の豊富な自治体と資源の乏しい自

治体に格差を生じさせている不公平な規制ではない

かという風に考えております。 

ふるさと納税の規模は非常に右肩上がりで伸びて

いるような状況でございますけれども、一方で、こ

れは令和２年度のランキングでございますけれども、

１位 宮崎県都城市、２位 北海道紋別市、３位 北

海道根室市、４位 北海道白糠町、５位 宮崎県都

農町ということで、１位から５位まで北海道・九州

の自治体が独占したというような状況で、二極化問

題が今起こっております。こんなことになるのはわ

かっておりました。 

そこで泉佐野市はおかしいと、この法制化が検討

されている中、記者会見を開いて、地場産品規制に

異を唱えましたけれども、想定以上に報道が過熱さ

れまして、この記者会見が国の逆鱗に触れて、泉佐

野市が国の標的となって、以降、総務省から執拗な

嫌がらせを受けて、ふるさと納税指定除外、法廷闘

争、泥沼の戦いに引きずり込まれていくことになり

ます。 

この裁判、ふるさと納税で泉佐野市が国と争った

裁判でございますけれども、まず、国の泉佐野市を

除外したという行政処分に対して不服があるという

ことで、泉佐野市は総務省の第三者機関の国地方係

争処理委員会というところに、おかしいんではない

か、違法ではないのかと審査を申し立てました。総

務省が泉佐野市を追い出した理由の１つとして、制

度が改正される令和元年の６月から新しい制度が始

まったんですけれども、それ以前の平成 30 年の 11

月、12 月でかなりの寄付額を集めたということを理

由にして、そのことをもって、新しく制度が始まる

ところで、泉佐野市を除外したということで、これ

は本当に法の遡及であって、法の不遡及の原則を無

視した国の処分ではないのか、違法ではないのかと

泉佐野市は審査を申し出いたしました。初戦は泉佐

野市の完全勝利ということで、総務省の第三者機関

である国地方係争処理委員会が、泉佐野市ほか４市

町を追い出したことを法に違反するおそれがあると
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いうことで勧告を出したわけでありまして、これは

事実上、総務省の完敗でございました。 

しかしながら、国が勧告を無視して不指定を継続

したため、泉佐野市は、やむを得ず大阪高裁に提訴

いたしました。この場合はですね、国地方係争処理

委員会が一審相当、地裁相当にあたりますので、次

の段階は高等裁判所になります。これが国対泉佐野

市の２回戦でございました。２回戦は大阪高裁の国

への忖度判決で、市がこれは完全敗訴をいたしまし

た。 

しかしながらかなり強引な判決内容でございまし

たので、これだけがすべてではないと考え、泉佐野

市は総務省との最終決戦、最高裁での最終決戦に臨

んで、完全勝利を収めたところでございます。まだ

まだ話したいんですけれども、続きはですね、この

後でもまた聞いていただけたらなというふうに思い

ます。 

 

6. ふるさと納税に対するミッション 

突然ですけれども、私たちのふるさと納税に対し

てのミッション、日本一の自治体としての使命を一

応持ちながらふるさと納税に取り組んでいるつもり

でございます。私たちが掲げているミッションとい

うのは、１.市場規模をもっともっと拡大させたいと

いうことと、２.公平な環境を作っていきたいという

ことでございます。ミッション１の市場を拡大させ

るというのは何度もこの表を示させていただいてお

りますけれども、ふるさと納税の市場というのは右

肩上がりで伸びておりますけれども、それでも

31.9％ということで、本当にこれからも拡大してい

く市場、マーケットであるという風に思っておりま

す。 

そしてミッション２の公平な環境をつくるという

ことでは先ほどから何度も申し上げておりますよう

に、地場産品規制によりまして二極化問題が発生を

いたしております。これは都道府県別ランキングで

ありますけれども、もう毎年北海道がトップで、地

場産品の人気のある肉とか米とかが強いような鹿児

島県であったり、九州の自治体さんが上位に来ると

いうような状況がございますので、この二極化問題

は地場産品規制でありますけれども、格差を生じさ

せる不公平な規制であるという風に考えております。 

それなら、特産品がないならばつくってしまおう

ということで、泉佐野市が始めたのがふるさと納税

3.0 という取り組みでございます。3.0 によりまして

氷温熟成牛の氷温熟成庫、加工所が令和３年３月に

事業化第１号としてスタートいたしました。ふるさ

と納税 3.0 の実績は令和２年度で９件ございました。

プロジェクトに集まった寄付額は 5.5 億円でござい

ます。事業化率は 100％でございました。ふるさと

納税 3.0 というのはつまり、ふるさと納税を活用し

て、ふるさと納税で集めたお金を企業さんに補助金

として支出をして、新たな特産品をつくっていく。

また、事業をさらに拡大していく投資に使っていた

だくというような制度でございます。地場産品を新

しく作る、創出支援事業補助金というのを令和２年

度に開始いたしました。 

イメージといたしましては、ビール工場を建設し

たり、また焼き鳥を新たな返礼品として開発したり、

そしてタオル業者が新商品の開発をしたり、そうい

ったことにかかる費用をクラウドファンディング、

ふるさと納税型のクラウドファンディングで調達し、

調達したお金を補助金として、企業さんにお渡しを

しようというような取り組みでございます。ふるさ

と納税の運営には、寄付募集後の経費も含め大体今

３割ぐらい市として経費がかかっております。それ

とは別に返礼品代が３割と決められておりますので、

ふるさと納税による収入の大体６割が経費としてか

かってくるんですけども、ふるさと納税 3.0 はこの

残りの４割を企業さんに補助金として出そうという

制度でございます。 

これによって先ほど申し上げました熟成牛の加工

所が泉佐野市内にオープンしました。4.5 億円集ま

りました。そのほかにもお芋のスイーツ加工所がで

きたり、高級缶詰の加工所さんができたり、新たな

返礼品が生まれて、新たな返礼品が活躍し、さらに

ふるさと納税の寄付額を押し上げているというプラ

スのサイクルが生まれているというような状況です。 

そして見えてきた課題といたしまして、新たなも

のを作るのは非常にハードルが高いということもご

ざいますので、そういう中で中小企業支援事業補助

金を令和３年度に開始をいたしました。これは新た

な製品、特産品を作るのではなくて、供給量を増や

すための設備投資であったり、農家さんがハウスや

貯蔵施設を新設する場合であったりとか、その他に

も供給量を増やすためのオートメーション化の費用

であったりとか、配送センターなどを新設するよう

な費用、事業を拡大させていくための設備投資にか

かる費用にも、この 3.0 を合わせていこうというふ

うにいたしました。そして令和３年度の 3.0 の実績

は多くの事業者さんに手を挙げていただきまして、

また新たな返礼品が生まれているというような状況
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でございます。プロジェクト数で言いますと 13 件の

提案がありまして、事業化が決定したのが 10 件。さ

らにクラウドファンディングを継続しているのが３

件ございまして、プロジェクトに集まった寄付総額

は 21 億円を超えたというような状況でございます。

令和４年度のエントリー状況につきましては、過去

最大 17 件のプロジェクトをご提案いただいており

ます。 

そしてこの取組は、今、他の自治体にも広がって

きております。京都府京丹後市であったり、福井県

敦賀市なども、このようなふるさと納税 3.0、こう

いう企業に補助金を出すような形でのクラウドファ

ンディングを実施しているというような状況にござ

います。 

なぜ 3.0 なのかというところでありますけれども、

返礼品による還元がふるさと納税 1.0 といたしまし

たら、そういう批判が高まって、やはり、寄付によ

る応援っていう部分も重要視していかなければなら

ないんじゃないかという風に言われまして、我々は

これをふるさと納税 2.0 と呼んでおります。しかし

ながら実際は 90％以上が、ふるさと納税は返礼品に

よる還元が多いというようなところでございます。

寄付による応援はわずか数％にとどまってるという

ような状況でございますので、返礼品による還元と

寄付による応援を合わせたハイブリット型のものを

つくり出したということでふるさと納税 3.0 という

ふうに私たちは呼んでおります。 

そして新たな挑戦へということでございまして、

泉佐野市内に長野県のクラフトビールのブルワリー

を誘致するということで、今、大型のクラウドファ

ンディングにもチャレンジしております。大阪ブル

ワリーのイメージでありますけれども、関西国際空

港の対岸のりんくうタウンにこのようなブルワリー

を開設していただくと。令和 4 年度につきましては、

新たにりんくうブルーパーク魅力創出プロジェクト

ということで、ブルワリーがここに開設予定なんで

すけれども、この隣の部分、このエリアをさらに魅

力のあるエリアとして何とかできないかと取り組ん

でおります。エリアイメージの図といたしましては

こういう形で、ビール、ブルワリーは大人が喜んで

もらえるものなどで、例えばアイスクリームとかケ

ーキとかチーズとかハムとかの工房をこのエリアに

誘致できないかと、今取り組んでおります。これは

あくまでエリアイメージでありますけれども。 

これまでふるさと納税っていうのは、返礼品で事

業者が喜んで、寄付額も市に入ってきましたし、非

常に事業者も寄付者の方も自治体も喜ぶ三方良しの

制度でありましたけれども、さらにその制度だけに

とどまらずに、私達泉佐野市が目指しているふるさ

と納税というのは、ふるさと納税自体をすべてのま

ちづくりに浸透させていこうと。ふるさと納税によ

ってですね、様々なまちづくりとか、そういったこ

とも実現していこうと今その段階に入っております。 

少し時間オーバーしてしまいまして大変恐縮でご

ざいます。これからも皆様が納得できるふるさと納

税を追求して参りたいと考えております。早口です

ごい慌ただしい講演で、なかなか、ご理解いただけ

なかったかもしれませんけども、以上で私の話を一

旦終了させていただきます。ご清聴ありがとうござ

いました。 
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